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【公開番号】特開2017-64358(P2017-64358A)
【公開日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【年通号数】公開・登録公報2017-014
【出願番号】特願2015-215335(P2015-215335)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月30日(2018.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　その操作手段が操作されたことを判別可能な操作判別手段と、
　その操作判別手段により前記操作手段への操作が有効に判別される有効期間を設定する
有効期間設定手段と、
　遊技者に前記操作手段を操作させるための操作報知を実行可能な報知手段と、
　前記操作判別手段により前記操作手段への操作が判別されたことに基づいて操作演出を
実行可能な操作演出実行手段と、を有する遊技機において、
　前記報知手段は、前記有効期間設定手段により複数の有効期間が設定される場合に、そ
の複数の有効期間に跨がって前記操作報知を実行可能であることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記操作演出実行手段は、複数種別の前記操作演出を実行可能であり、
　前記操作演出実行手段により実行される前記操作演出の種別に基づいて、前記報知手段
により実行される前記操作報知の報知態様を決定可能な報知態様決定手段を有することを
特徴とする請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記有効期間設定手段は、前記複数の有効期間として、第１有効期間と、その第１有効
期間よりも後に設定される第２有効期間と、を少なくとも設定可能であり、
　前記報知態様決定手段は、前記第１有効期間と、前記第２有効期間との間の非有効期間
における前記報知態様として、前記第１有効期間が設定されている場合に実行される前記
操作報知の前記報知態様に基づく延長態様を決定可能であることを特徴とする請求項２記
載の遊技機。
【請求項４】
　前記報知態様決定手段は、前記非有効期間における前記報知態様として、前記第２有効
期間が設定されている場合に実行される前記操作報知の報知態様に基づく事前態様を決定
可能であることを特徴とする請求項３記載の遊技機。
【請求項５】
　前記非無効期間中において、前記操作演出を擬似的に実行する疑似操作演出を実行可能
な疑似演出実行手段を有することを特徴とする請求項３または４記載の遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機において、操作手段（例えば、操作ボタン）を用いた操作演出を
複数実行可能な遊技機が知られている（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技者が操作可能な操作手段と、
その操作手段が操作されたことを判別可能な操作判別手段と、その操作判別手段により前
記操作手段への操作が有効に判別される有効期間を設定する有効期間設定手段と、遊技者
に前記操作手段を操作させるための操作報知を実行可能な報知手段と、前記操作判別手段
により前記操作手段への操作が判別されたことに基づいて操作演出を実行可能な操作演出
実行手段と、を有し、前記報知手段は、前記有効期間設定手段により複数の有効期間が設
定される場合に、その複数の有効期間に跨がって前記操作報知を実行可能である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、前記操作演出実行手段は、
複数種別の前記操作演出を実行可能であり、前記操作演出実行手段により実行される前記
操作演出の種別に基づいて、前記報知手段により実行される前記操作報知の報知態様を決
定可能な報知態様決定手段を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項３記載の遊技機は、請求項２記載の遊技機において、前記有効期間設定手段は、
前記複数の有効期間として、第１有効期間と、その第１有効期間よりも後に設定される第
２有効期間と、を少なくとも設定可能であり、前記報知態様決定手段は、前記第１有効期
間と、前記第２有効期間との間の非有効期間における前記報知態様として、前記第１有効
期間が設定されている場合に実行される前記操作報知の前記報知態様に基づく延長態様を
決定可能である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項４記載の遊技機は、請求項３記載の遊技機において、前記報知態様決定手段は、
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前記非有効期間における前記報知態様として、前記第２有効期間が設定されている場合に
実行される前記操作報知の報知態様に基づく事前態様を決定可能である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項５記載の遊技機は、請求項３または４記載の遊技機において、前記非無効期間中
において、前記操作演出を擬似的に実行する疑似操作演出を実行可能な疑似演出実行手段
を有する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項１記載の遊技機によれば、遊技者が操作可能な操作手段と、その操作手段が操作
されたことを判別可能な操作判別手段と、その操作判別手段により前記操作手段への操作
が有効に判別される有効期間を設定する有効期間設定手段と、遊技者に前記操作手段を操
作させるための操作報知を実行可能な報知手段と、前記操作判別手段により前記操作手段
への操作が判別されたことに基づいて操作演出を実行可能な操作演出実行手段と、を有し
、前記報知手段は、前記有効期間設定手段により複数の有効期間が設定される場合に、そ
の複数の有効期間に跨がって前記操作報知を実行可能である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　これにより、遊技の興趣を向上することができるという効果がある。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効果を奏す
る。即ち、前記操作演出実行手段は、複数種別の前記操作演出を実行可能であり、前記操
作演出実行手段により実行される前記操作演出の種別に基づいて、前記報知手段により実
行される前記操作報知の報知態様を決定可能な報知態様決定手段を有する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　これにより、操作報知を遊技者に分かりやすく実行することができるという効果がある
。
【手続補正１２】



(4) JP 2017-64358 A5 2018.12.20

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項３記載の遊技機は、請求項２記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効果を奏す
る。即ち、前記有効期間設定手段は、前記複数の有効期間として、第１有効期間と、その
第１有効期間よりも後に設定される第２有効期間と、を少なくとも設定可能であり、前記
報知態様決定手段は、前記第１有効期間と、前記第２有効期間との間の非有効期間におけ
る前記報知態様として、前記第１有効期間が設定されている場合に実行される前記操作報
知の前記報知態様に基づく延長態様を決定可能である。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　これにより、第１有効期間が延長しているように見せることができるという効果がある
。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項４記載の遊技機は、請求項３記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効果を奏す
る。即ち、前記報知態様決定手段は、前記非有効期間における前記報知態様として、前記
第２有効期間が設定されている場合に実行される前記操作報知の報知態様に基づく事前態
様を決定可能である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　これにより、第２有効期間が第１有効期間と連続して設定されているように見せること
ができるという効果がある。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項５記載の遊技機は、請求項３または４記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効
果を奏する。即ち、前記非無効期間中において、前記操作演出を擬似的に実行する疑似操
作演出を実行可能な疑似演出実行手段を有する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２０】
　これにより、遊技の興趣を向上することができるという効果がある。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】２９７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【２９７１】
　遊技機Ａ１からＡ８，Ｂ１からＢ９，Ｃ１からＣ９，Ｄ１からＤ１２，Ｅ１からＥ６，
Ｆ１からＦ１６，Ｇ１からＧ１１，Ｈ１からＨ１０，Ｊ１からＪ９，Ｋ１からＫ１２，Ｌ
１からＬ９，Ｍ１からＭ７，Ｎ１からＮ１２，Ｐ１からＰ６およびＱ１からＱ１７のいず
れかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機とスロットマシンとを融合させたものである
ことを特徴とする遊技機Ｚ３。中でも、融合させた遊技機の基本構成としては、「複数の
識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示手段を
備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の変動が開始され
、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、所定時間経過す
ることにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情
報であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態
発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用すると共に、前記識別情報の動的表示の開始
に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状態の発生に際しては多くの球が払い出され
るように構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞
　パチンコ機等の遊技機において、操作ボタンを用いた操作演出を複数実行可能な遊技機
が知られている（例えば、特許文献１：特開２０１４－１８０３６４号公報）。
　しかしながら、上述したパチンコ機において、更なる興趣の向上が求められていた。
　本技術的思想は、上記例示した問題点等を解決するためになされたものであり、遊技の
興趣を向上することを目的とする。
　＜手段＞
　この目的を達成するために技術的思想１の遊技機は、遊技者が操作可能な操作手段と、
その操作手段が操作されたことを判別する判別手段と、その判別手段により前記操作手段
の操作が有効に判別される有効期間を設定する有効期間設定手段と、遊技者に前記操作手
段を操作させるための操作報知態様を報知する報知手段と、前記判別手段により前記操作
手段の操作が判別されたことに基づいて操作演出を実行する操作演出実行手段と、前記有
効期間設定手段により少なくとも第１の前記有効期間と第２の前記有効期間とが所定の条
件で設定される場合に、前記第１の有効期間と前記第２の有効期間とに跨って特定の前記
操作報知態様を前記報知手段により報知させる報知制御手段と、を有するものである。
　技術的思想２の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機において、前記操作演出実行手段
により実行される前記操作演出に基づいて前記特定の操作報知態様を設定する報知態様設
定手段と、を有するものである。
　技術的思想３の遊技機は、技術的思想２記載の遊技機において、前記報知態様設定手段
は、前記特定の操作報知態様として、前記第１の有効期間が設定されている場合に実行さ
れる第１の前記操作演出に基づく延長演出態様を設定するものである。
　技術的思想４の遊技機は、技術的思想２または３記載の遊技機において、前記報知態様
設定手段は、前記特定の操作報知態様として、前記第２の有効期間が設定されている場合
に実行される第２の前記操作演出に基づく事前演出態様を設定するものである。
　技術的思想５の遊技機は、技術的思想１から４のいずれかに記載の遊技機において、前
記第１の有効期間と前記第２の有効期間との間に設定される無効期間中に、前記操作演出
実行手段により実行される操作演出を擬似的に実行する疑似演出実行手段を有するもので
ある。
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　＜効果＞
　技術的思想１記載の遊技機によれば、遊技者が操作可能な操作手段が操作されたことが
判別手段により判別され、その判別手段により操作手段の操作が有効に判別される有効期
間が有効期間設定手段により設定され、遊技者に操作手段を操作させるための操作報知態
様が報知手段により報知される。さらに、判別手段により操作手段の操作が判別されたこ
とに基づいて操作演出が操作演出実行手段により実行される。そして、有効期間設定手段
により少なくとも第１の有効期間と第２の有効期間とが所定の条件で設定される場合に、
報知制御手段により、第１の有効期間と第２の有効期間とに跨って特定の操作報知態様を
報知手段に報知させる。
　これにより、複数の有効期間が連続しているように報知することが可能となり、遊技の
興趣を向上することができるという効果がある。
　技術的思想２記載の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効
果を奏する。即ち、操作演出実行手段により実行される操作演出に基づいて報知態様設定
手段により特定の操作報知態様が設定される。
　これにより、第１の有効期間と第２の有効期間に跨って報知される特定の操作報知態様
を遊技者に分かりやすく報知することができるという効果がある。
　技術的思想３記載の遊技機は、技術的思想２記載の遊技機の奏する効果に加え、次の効
果を奏する。即ち、報知態様設定手段により、特定の操作報知態様として、第１の有効期
間が設定されている場合に実行される第１の操作演出に基づく延長演出態様が設定される
。
　これにより、第１の有効期間が第２の有効期間が開始されるまで継続しているように見
せることができるという効果がある。
　技術的思想４記載の遊技機は、技術的思想２または３記載の遊技機の奏する効果に加え
、次の効果を奏する。即ち、報知態様設定手段により、特定の操作報知態様として、第２
の有効期間が設定されている場合に実行される第２の操作演出に基づく事前演出態様が設
定される。
　これにより、第２の有効期間が第１の有効期間と連続して設定されているように見せる
ことができるという効果がある。
　技術的思想５記載の遊技機は、技術的思想１から４のいずれかに記載の遊技機の奏する
効果に加え、次の効果を奏する。即ち、第１の有効期間と第２の有効期間との間に設定さ
れる無効期間中に、擬似演出実行手段により操作演出実行手段により実行される操作演出
が擬似的に実行される。
　これにより、操作演出が擬似的に表示されることで、遊技者に対して第１の有効期間と
第２の有効期間とが連続して設定されているように見せることができ、遊技意欲の低下を
抑制することができるという効果がある。
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